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８月１日（火）から 10 月 31 日（火）までの期間、「いわき直売所フォトコンテスト２０２３」（「お

いしい ふくしま いただきます！」キャンペーン）を実施しました。このコンテストは、いわき市産農林

産物の地産地消及び販売促進を図るとともに、その魅力を SNS を通して発信してもらうことで、皆さま

にいわき産農林産物の魅力を広く PR するため、「教えて！いわきの推し直売所＆農林産物」をテーマに

写真を募集したものです。 

応募があった 39 作品の中から選ばれた所長賞（ページ下部）・次長賞（次ページ）の受賞者には、賞

品としていわき産「福､笑い」やいわきの６次化商品詰め合わせをお送りします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「いわき直売所フォトコンテスト 2023」結果発表！ 
 

ひ と つ 、 ひ と つ 、 実 現 す る  ふ く し ま 

い わ き 
農 林 水 産 
ニ ュ ー ス 
令和 5年 11月号 

vol.225 

発行日

2023/11/30 

写真について

詳しくは 

ｐ1２を 

チェック！ 

 

01 「いわき直売所フォトコンテスト 2023」結果発表！ 

02 各種取組の実績（10～11 月分） 

08 お知らせ 

08 いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果 

08 いわき地方の出荷制限等品目 

08 野生きのこ等の出荷・摂取制限について 

09 農業経営研修会を開催します 

09 ふくしま農業人フェアを開催します 

10 食品表示法あれこれ 

10 ６次化商品紹介  

11 高校生発！いわきテイクアウトメニュー優秀レシピ紹介 

 

 

 

 

所長賞受賞作品 

 

投稿者のコメント（一部抜粋） 
大好きな、田舎んぼさん。店内には、いつも新鮮な野菜が並んでいます。野菜の他に、果物や惣

菜、おやつ、調味料なども売っています。 
直売所で野菜を購入することが多くなり、旬の野菜を知ることができるようになりました。今は

夏野菜、ナスやピーマン、きゅうりが旬ですね。その旬の野菜をつかって、麻婆ナスを作りまし
た。直売所で購入した、にんにくと、生姜をたっぷり入れました。ご馳走様でした。 （Ｍ.Ｓ様） 
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福島県水産資源研究所において、福島県漁業士会総会が開催され、県内の漁業士約 20 名が集まりました。 

漁業士とは、地域漁村を引っ張る『浜のリーダー』たる漁業者のこと。県では、優れた漁業後継者（満 40

歳未満）を「青年漁業士」、優れた漁業経営を行い、漁村青少年の育成に指導的役割を果たす漁業者（満 60 歳

未満）を「指導漁業士」として認定しています。 

 令和５年度は、新たに 8 名の「漁業士」（指導 2 名、青年６名）が認定されました。漁業技術の指導や先進

地視察等を通じて、それぞれの地

域の課題や今後の復興の取組につ

いて情報を共有し、従来にも増し

て、「漁業後継者の確保・育成」や

「活力ある漁村社会の形成」に取

り組まれることが期待されます。               

（水産事務所） 

漁業士会総会               10 月 17 日（火）   

 

 

▲ 漁業士会総会の様子 ▲ 漁業士認定式の様子 

次長賞受賞作品 

投稿者のコメント（一部抜粋） 
さて❣️今日もいわきの直売所のご紹介😆💕✨三和町ふれあい市場さん✨ 

私が今回作って食べた朝ごはんの中で使った直売所の農林産物は 
🌸・茄子・南瓜・卵・おいしいお米(ミルキークイーン)・唐辛子 
購入した茄子と唐辛子を使用したのは・茄子の揚げ浸し・糠漬け南瓜は煮付けに✨卵は出汁巻き

玉子焼きに🌼お米は土鍋で炊いておこげ沢山🍚 

どれも とっても美味しかったです💗               （@hanachan.2022 様） 
 

 
審査を終えて 

Ｍ.Ｓ様の作品はまず、美味しそうな麻婆ナスに目をひかれます。コメントでは、直売所ならでは

の魅力について触れており、直売所に足を運びたくなるような作品です。 

@hanachan.2022 様の豪勢な料理はインパクト抜群。コメントは料理の感想を含めた直売所への

想いが溢れる内容で、直売所への愛が伝わってくる作品です。 

今回紹介した作品以外にも素敵な写真がたくさん投稿されていますので、ぜひ、 Instagram で 

「#いわき直売所フォトコンテスト 2023」をチェックして、直売所を訪れてみてください♪      

（企画部） 
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福島県林業研究センター（郡山市安積町）において、第 48 回福島県林業祭が開催されました。 

好天にも恵まれ、延べ 1,200 名を超える来場者を迎え、チェーンソーアートショーや木工体験、林業機械の

展示など様々な出展を楽しんでいただくことができました。 

また、同時開催行事である福島県林業コンクール等表彰式が、ホ

テルバーデンにおいて行われました。本県林業の発展に寄与するこ

とを目的とする福島県林業コンクールなど、林業関係分野における

各賞の受賞者が合同で表彰されました。 

いわき管内からの受賞者は以下のとおりです。受賞された皆さ

ま、おめでとうございます。今後とも、それぞれの分野でのご活躍

を祈念いたします。              （森林林業部） 

 

◎受賞者一覧（敬称略） 

福島県林業コンクール森林育成（間伐）部門 福島県きのこ品評会 

(公社)福島県森林・林業緑化協会長賞 田子 義範 乾しいたけの部 

福島県森林組合連合会良質材展示会 福島県きのこ振興協議会長賞 農事組合法人いわき菌床椎茸組合 

林野庁長官賞 緑川 平隆 なめこ・ひらたけの部 

関東森林管理局長賞 いわき市森林組合 福島県知事賞 有限会社加茂農産 

ふくしま森林・林業写真コンクール 

(公社)福島県森林・林業・緑化協会長賞 飯山 悠大 

入選 西山 栄 

入選 石森 文夫 

入選 柏舘 建 

奨励賞 岩塚 昭広 

 

  

福島県林業祭・福島県林業コンクール等表彰式     10 月 21日（土）  

▲ 林業機械展示 

▲ 表彰式の様子 ▲ 農事組合法人いわき菌床椎茸 
組合の乾しいたけ 

▲ 有限会社加茂農産のなめこ 

【福島県きのこ品評会】 
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ＪＡ全農福島主催のサンシャイントマト出荷協議会目揃え会が、株 

式会社平果で行われました。 

冬春トマトの出荷が本格的に始まる前に、出荷規格や出荷時の着

色具合等の注意点などの意見交換のほか、ＪＡ全農福島から、今年度

のトマトの販売実績について説明があり、当所からは、難防除害虫の

コナジラミ対策について情報提供を行いました。生産者は、市場担当

者に積極的に質問しながら、お互いに今年の栽培状況についても情報

交換を行っていました。 

当所では、引き続き病害虫防除や新しい技術の紹介を通じて 、   

生産者の支援をしてまいります。      （農業振興普及部） 

いわき農業青年クラブ連絡協議会は、食に関する興味・関心を高め 

ることを目的に、市内の幼稚園や小学校で野菜の定植や収穫の方法を

指導しています。今年度は江名幼稚園において野菜教室を実施してお

り、６月に定植したサツマイモの収穫体験を行いました。園児たちは、

クラブ会員に収穫のコツを教えてもらいながら、サツマイモを掘り出

していました。今年は、サツマイモが予想よりもたくさん獲れ、園児

たちは両手にサツマイモを持って、重さや大きさを比べるなど、とて

も喜んでいました。当所では、引き続き青年クラブの活動を支援してまいります。  （農業振興普及部） 

県立磐城農業高校園芸課１年生 40 人を対象に、「ふくしまの農育

学びの場」事業による現場見学会を開催しました。この事業は、次世

代を担う若者に、土地改良の現場を見学してもらい、それらが農業生

産の向上や自然環境の保全などに果たす役割について、理解を深める

ことを目的としています。 

今回は、ほ場整備を行っている山田地区、夏井川右岸側の農業用水

を取水する愛谷堰
あ い や ぜ き

頭首工、そして広域農道を整備するいわき地区の 3

箇所を見学しました。 

山田地区では、ほ場整備工事の現場見学の他、広い畑で作付けしたネギの生育状況を確認しました。次に愛

谷堰頭首工では、農業用水確保の重要性について学びました。最後

に、四倉町から小川町を繋ぐ広域農道いわき地区では、JR 磐越東

線を横断する橋梁の現場で、U 型擁壁
ようへき

工の建設現場を見学し、農道

が担う役割について考えてもらいました。 

参加した高校生からは「見学した施設が果たす役割について知る

ことができて良かった」との感想があり、とても有意義な現場見学

会となったようです。              （農村整備部） 

ふくしまの農育現場見学会バスツアーを開催      10 月 24日（火）  

             

江名幼稚園で野菜教室を開催           10 月 24 日（火）  

             

▲ ネギほ場（山田地区） 

▲ U 型擁壁工（広域農道いわき地区） 

▲ 他産地の出荷物と比較し意見交換 

サンシャイントマト出荷協議会 目揃え会       10 月 24 日（火）   

 

 

▲ 収穫方法の説明を受ける園児 
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第 21 回治右衛門
じ ん え も ん

の堰あじさい祭り「愛谷江筋はどこから流れ

てくるのかな？」施設巡りバスツアー（主催：愛谷堰土地改良区）

が開催されました。 

本ツアーは、今年の 6 月 23 日（金）の夏井小学校に続き、今

年度 2 回目の開催です。今回は、平第三小学校の 4 年生 47 人

が参加し、半日かけて愛谷堰頭首工、茨原川
い ば ら が わ

サイフォン、

大越藤間
おおごえふじま

第二排水機場を見学しました。 

子どもたちは興味津々に説明を聞いており、「頭首工のゲー

トはどうやって動かしているの？どのくらいの速さで動く

の？」といった質問もありました。 

農村環境と農業水利施設についての理解が深まる良い機会

になったようです。 

平第三小学校 4 年生の皆さん、ありがとうございました！ 

                 （農村整備部） 

 

楢葉町のさつまいもを日本一に！との想いで、株式会社マルトが

さつまいもの苗植えから商品化までを行う「楢葉町×マルトさつま

いもプロジェクト」。 

５月の苗植え会では、楢葉町のほ場でさつまいもの苗が植えられ

ました。（いわき農林水産ニュース６月号 Vol.220 参照） 

今回は、無事収穫時期を迎えたさつまいもの大収穫会が開催さ

れ、苗植え会同様、磐城桜が丘高校・小名浜海星高校・磐城農業高

校・ふたば未来学園高校の生徒ら約 100 人が参加しました。 

当日は快晴で絶好の芋堀り日和となり、生徒たちは教わったとお

り土を掘り起こして、丁寧にさつまいもを収穫していました。中に

は、２kg をゆうに超えるような特大サイズの物も！１時間程度で

約１トンものさつまいもを収穫し、大収穫会は終了。 

現在、生徒たちは収穫したさつまいもを使った商品を開発中。収

穫したさつまいもは熟成され、令和６年１月に開発商品の販売が開

始される予定です。高校生のアイデアで、どんな商品が生まれるの

か楽しみです！                  （企画部）  

 ふくしま復興 楢葉町×マルトさつまいもプロジェクト 大収穫会     10 月 26 日（木）  

第 21回治右衛門の堰あじさい祭りバスツアー    10 月 25日（水）  

             

▲ さつまいもを収穫する生徒たち 

▲ 収穫したてのさつまいも 

▲ 愛谷堰頭首工 

▲ 愛谷江筋取水口 
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いわき市内で生産される花きの認知度向上と、地域内の利用促進を図るため、株式会社いわき中央生花で、

いわき地方フラワーネットワーク主催の花き展示会を開催しました。 

いわき花き鉢物研究会３名、いわきリンドウ生産部会１名、勿来

ユーストマ研究会１名が参加し、鉢花のミニシクラメン、サボテン、

多肉植物、切り花のキク、りんどう等、合計 9 種類を展示しました。 

 参加した生産者は、市場に来た買参人や市場関係者と、花の需要

動向や花の品質の改善点等について情報交換を行っていました。 

当所では、引き続き花きの生産振興、地元産花きの認知度向上に

向け支援してまいります。         （農業振興普及部） 

  

 

平第五小学校の３年生を対象に、木とのふれあい創出事業における出前講座が開催されました。 

これは、県税の一部の森林環境税を活用した事業で、林業や木材に詳しい講師による木工工作指導等を通じ、

木材と私たちの生活との繋がりについての関心を深めてもらうことを目的に行っており、今年度はいわき市内

の小学校３校で実施しました。 

この日は、田人林業研究会の緑川平隆さんを講師に迎え、始めに

“げんのう”（金づち）の正しい使い方や釘の打ち方についての指導

を受けた後、児童は思い思いの作品を製作しました。 

約半数の児童がげんのうを使うのは初めてで、なかなか釘を打ち

込めず曲げてしまったり、釘が長くて板を突き通してしまったりと

悪戦苦闘していましたが、30 分程過ぎる頃には慣れてきて、釘を斜

めに打ったり曲がった釘を上手に抜いたりできるようになりまし

た。 

作品を仕上げるには時間が足りず、完成は次の図工の時間に持ち

越しとなりました。児童からは「初めて釘打ちをしたけれど、教え

てもらって上手にできた。」「家でもやってみたい。」という感想

が聞かれ、次の授業が待ちきれない様子でした。 

今回の講座が、木材に関心を持つきっかけになってくれればと思

います。                   （森林林業部） 

  

花き展示会                11 月 1日（水）  

             

木とのふれあい！出前講座             11 月 9日（木）  

             

▲ 講師の緑川平隆さん 

▲ 展示物を見ながら情報交換している様子 

▲ 授業の様子 
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県では、地域の食文化や郷土食の伝承、食生活改善等の活動

を先進的に実践する方々を「ふくしま食育実践サポーター」と

して登録し、学校・幼稚園・保健所・公民館・企業等が行う子ど

も等を対象とした食育活動を支援するため、要請に応じて派遣

しています。 

三和中学校に、管内では今年度２回目のサポーター派遣を行

い、食育の授業が実施されました。上遠野恭子氏を講師に迎え、

同中学校の３年生 12 名が、郷土料理の「八杯汁」、その他に

「ツナご飯」「ポークチャップ」「切り干し大根のサラダ」の４

品を作りました。生徒たちは、慣れない調理に戸惑いながらも、

食材の下ごしらえや里芋の皮むき、炒める食材の順番などを教

わり、意欲的に調理に取り組んでいました。八杯汁に醤油を入

れ忘れた班もありましたが、実食では、「やさしい味がする」

と素材本来の味わいを知るきっかけとなったようです。 

いわき管内の食育実践サポーターの派遣を希望される団体等

は、以下 URL（県農産物流通課 HP）より活動申込書をダウンロ

ードし、当所企画部までお申し込みください。（企画部） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36035a/supporterseido.html 

 

県いわき合同庁舎において、第１回いわき地方 GAP 推進協議会を開催しました。 

会議では、構成員である株式会社平果、株式会社マルト商事、JA 福島さくらいわき統括センター、いわき市

とともに、管内の認証 GAP 取得状況や本年度の活動状況、GAP

推進に向けた課題について協議しました。 

流通事業者からは、「生産者へ GAP 取得効果をはっきりア

ピールしていくことが必要」「GAP 取得農産物のより安定的な

販売量の確保が必要」等の意見が出されました。 

引き続き、いわき地方 GAP 推進協議会の体制のもと、関係

機関と連携して GAP の普及推進に努めてまいります。 

（農業振興普及部） 

 

三和中学校に「ふくしま食育実践サポーター」を派遣    11 月 13日（月）  

             

▲ 協議会の様子 

▲ 丸太挽き大会 

いわき地方 GAP 推進協議会を開催            11 月 14日（火）  

             

▲ 豚肉を炒める生徒 

▲ 完成した料理 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36035a/supporterseido.html
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□ 農林畜産物の検査結果 

令和 5 年 10 月の農林畜産物モニタリング検査では、13 品目 27 検体を検査し、全ての検体について基準値

（100Bq/kg）を超えたものはありませんでした。内訳は（表１）のとおりです。          （企画部） 

 

□ 海産魚介類の検査結果 

令和 5 年 10 月の水産物モニタリング検査では、125 検体の海産魚介類を検査し、全ての検体について放射性セ

シウムは検出されませんでした。                               （水産事務所） 

令和 5 年 10 月末現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷制限等の対象となっている品目は（表２）のとお

りです。出荷制限等品目は、出荷・販売だけでなく、宿泊施設等での提供や加工用原材料として使用することもでき

ません。また、自主検査等により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷・販売はできませんのでご注意ください。 

                                        （企画部） 

 

 

野生きのこが多く発生する時期を迎えましたが、いわき市においては、「野生きのこ」の全種と「原木なめこ

（露地）」が出荷制限等の対象となっています。採取者や直売所担当者の皆さまは、次の点にご留意願います。 

１ 出荷制限について 

現在、いわき市産のきのこについての制限は上記（表２）のとおりです。特に野生のきのこは地域全体としての安

全性が確認されていないことから、出荷制限等は今シーズンも継続しています。そのため、 

●団体や個人においての自主検査により｢基準値(100Bq/kg)以下｣であっても出荷や販売等はできません。 

●無償の譲渡や、インターネット(フリマアプリ等)による個人売買も出荷に該当するため、できません。 

●出荷・販売だけでなく、飲食店や宿泊施設等での提供や加工用原材料としても使用できません。 

 なお、出荷制限等品目は市町村ごとに定められています。詳細は、県HP「きのこ、山菜類のモニタリングと出荷

制限品目・市町村について」（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055c/ringyo-monitoring.html）で確

認してください。 

２ 摂取制限について 

 自家用の食材とすることも控えてくださるようお願いします。 

３ 栽培きのこについて 

「原木なめこ（露地）」以外の栽培きのこは、栽培前に生産資材（きのこ原木、ほだ木、菌床等）の安全性の確認

を県の検査機関において実施します。国が定める当面の指標値（きのこ原木・ほだ木50Bq/kg、菌床200Bq/kg）以

下で安全性が確認できた生産資材のみ、販売目的のきのこ栽培に使用することができます。 

また、発生したきのこは、出荷・販売前に県によるモニタリング検査を受ける必要がありますので、きのこ栽培の

開始・再開を検討されている場合は、森林林業部(TEL0246-24-6193)までお問い合わせください。 （森林林業部） 

制限、自粛 区 分 品 目 

出荷制限 

山 菜 
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、わらび（野生のものに限る）※1、

こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ※2 

海産魚介類 クロソイ 

出荷自粛 山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

お知らせ 

（表１）品目と検体数 

 サツマイモ１、ギンナン１、ユズ１、カキ１、原木しいたけ（施設）１、菌床しいたけ（施設）４、菌床なめこ（施

設）２、エリンギ（施設）１、菌床うすひらたけ（施設）１、原木ひらたけ（施設）１、玄米６、牛肉６、原乳１ 

（表２）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和 5 年 10 月末現在） 

お知らせ 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（令和 5年 10月分） 

いわき地方の出荷制限等品目 

野生きのこ等の出荷・摂取制限について  

※1 わらび(栽培)で出荷・販売できるものは、安全性が確認されたほ場で生産されたものに限ります。(市内該当生産者 15 名のみ) 

※2 野生きのこは、摂取も制限されています。 

file://///10.56.8.35/share/企画部/いわき農林水産ニュース/R5いわき農林水産ニュース/06_9月号/04_原稿/原稿.docx
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農業者の皆さん、燃油や資材等の高騰が続く昨今、「どう

にか経営を改善したいけれど、どうすればいいかわからな 

い…」「自社の経営の課題がはっきりわからない…」など様々

な不安や疑問を抱えていませんか？ 

その不安やお悩みの解決に役立つ、農業経営研修会を開催

します。経営改善について興味のある方は、ぜひお問い合わ

せください。               

【農業経営研修会】 

■日 時：12 月 3 日（日）14:00～ 

■会 場：県いわき合同庁舎南庁舎 ３階大会議室 

■テーマ：「経営改善で実現するこれからの農業経営」 

■講 師：ファームサイド株式会社代表取締役 

佐川 友彦氏 

■問合せ先：当所農業振興普及部(0246-24-6161) 

（農業振興普及部） 

 

＜ふくしま農業人フェアとは？＞ 

令和元年から毎年開催している、福島県内最大級の就農

相談会。これまで述べ 800 名超の方が来場されています。 

「農業に興味がある」「農業を仕事にしてみたい」「農

業法人で働きたい」そんなあなたの、農業に関する多くの

「知りたい」情報が得られる絶好のチャンス！どなたでも

参加可能です。参加者には抽選でプレゼントもあります！ 

事前予約して個別相談すると、より多くのブースを回

ることができるので オススメです！ぜひご参加くださ

い。 

【ふくしま農業人フェア】 

■日 時：12 月 17 日（日）13:00～16:30 

■会 場：いわき産業創造館（LATOV６階）企画展示ホール 

※詳細はこちら（https://fair.start-fukuagri.jp/） 

                  （農業振興普及部） 

ふくしま農業人フェアを開催します 

農業経営研修会を開催します 

https://fair.start-fukuagri.jp/
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一括表示欄の表示を誤った場合の訂正方法についてご紹介します。 

●誤った表示の上からシール等を貼り付けて訂正する 

 ラベルシール等による訂正は認められています。しかし「偽装をしているのでは？」 

「本当にアレルゲンは入っていないの？」という消費者の誤解や疑念を招くこともあり 

ますので、訂正事項についての問い合わせには十分な対応をする必要があります。 

また、シールが剥がれないかよく確認してください。 

●訂正内容を記載したポップシールやネックリンガーを容器包装の適切な場所に貼付け又は配置する 

令和 3 年 3 月 17 日から認められるようになった取扱いです。ただし、アレル

ゲンや消費期限、加熱を要するかの別等の安全性に係る表示事項（※）について

は、この方法を用いることはできません。 

※食品表示法第６条第８項に規定するアレルゲン、消費期限、食品を安全に摂取するために加熱を要

するかどうかの別その他の食品を摂取する際の安全性に重要な影響を及ぼす事項等を定める内閣府令 

（平成 27 年内閣府令第 11 号）第１条各号に掲げる事項         

（食品表示基準 Q&A 加工-275、276 より） 

 上記のように、正しい方法を用いれば表示を訂正することができます。なお、初めから適正な表示を行うの

が大前提ですが、消費者に誤認を与えない程度の誤字脱字等については、食品ロス削減の観点から、自主回収

等を行うよりも表示の訂正を行うのが適切といえます。 

食品表示についてのご不明な点は、当所企画部（0246-24-6197）へお問い合わせください。（企画部） 

  

こだわりと美味しさがつまった 
いわき自慢の６次化商品をご紹介します 

食品表示法あれこれ ⑦食品表示の訂正ってできる？ 

ポップシール 

→「○割引」「新発売」等の、

食品表示とは別に包装に貼

り付ける販促シール 

ネックリンガー 

→ペットボトルや瓶に使用

する、首掛け型のポップ 
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昨年度、地元農産物の魅力を発信するため、市内の高校生と飲食店等が共同でテイクアウト商品を開発した

「第３回高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発」。当事務所のホームページにレシピ集を公開中です！ 

今回はレシピ集から「ダイニングキッチン月海-Ruu-」の商品化レシピ「ましましきのこ!!バター香る和風

にぎりめし」と「しいたけのねぎみそバター焼き」をご紹介！（３つの応募レシピを一つのお弁当として商品

化しています。） 

 

第３回高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発 優秀レシピ紹介 vol.９ 

（応募時）

【レシピを参考に作ってみた！】 

※ましましきのこ！！バター香る和風にぎりめし・しいたけの

ねぎみそバター焼き 

 料理しているときから、バターときのこの良い香りが食欲を

そそるふたつのレシピ。ねぎみそはじゅうねんみそで作りまし

た。しっかりめの味付けで、ご飯がすすみます！ （Y・W） 

レシピ集はこちら！ 
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あとがき 

 厳しい冬の訪れを肌身に感じる季節となりました。十分な寒さ

対策をして、風邪予防に努めましょう。 

 さて、今月号の特集は、「いわき直売所フォトコンテスト

2023」の結果発表！直売所ならではの農林産物の写真や、皆さ

まの推し直売所への想いが溢れる投稿が勢揃いしていますので、

是非 Instagram で「#いわき直売所フォトコンテスト 2023」

と検索してみてください。たくさんのご応募ありがとうございま

した！ 

 また、店頭に新米が並び、いつもよりご飯が進む時期ですが、

今年のお米は、厳しい暑さによる影響で白く濁ったものが多くな

っています。味に問題はありませんが、少し水を減らし、早炊き

機能でご飯を炊くのがおすすめです。コツをつかんでおいしく召

し上がってください！              （M・A） 

  

今月号に掲載した場所はこちら！ 
 

８８ 

 

 

６ 

国道 

高速 

いわき市 
ＭＡＰ 

① 産直市場 田舎んぼ（p.1) 

草木台一丁目 10-5 

② 三和町ふれあい市場（p.2） 

三和中学校（p.7） 

三和町下市萱字竹ノ内地内 

③ 株式会社平果（p.4) 

   株式会社いわき中央生花（p.6） 

鹿島町鹿島１ 

④ 江名幼稚園（p.4) 

江名字上代２１ 

⑤ 愛谷堰頭首工（p.4.5） 

平赤井字大作場地内 

⑥ 平第五小学校（p.6) 

平下荒川字川前 54－１ 

⑦ 合同会社丹沢そば福島いわき（p.10） 

好間町大利字戸作田 41-1 

【風にそよぐ生命の樹、オリーブ】※表紙の写真等について 

皆さんは、いわきでオリーブが栽培されているのを知っていますか？ 

オリーブは、国内では長らく茨城が北限とされてきました。しかし、「いわきの海でとれる魚でアンチョビがつくれ

たら、漁業も農業も元気になるだろう」と考えた生産者さんは、いわきでのオリーブづくりの挑戦を開始。 

オリーブを栽培しオイルを絞れるようになるまでは、多くの困難があったそうですが、栽培開始より 13 年経った現

在、ようやく生産量が増加してきたそう。来月号ではオリーブの６次化商品を紹介しますので、お楽しみに！（企画部） 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/iwnorin-k24836.html

